
第５話 不法行為 

 

第 4 話で、日影規制などの社会的規制が成立するまでに民法 709 条（不法行為）が

大きな役目を果たしてきたことを指摘した。本講では、不法行為について解説する。 

授業が始めた頃の民法 709 条は、以下のように明治時代の文語調で、素人には読み

方すら不案内だった。 

「故意又ハ過失ニ因リテ他人ノ権利ヲ侵害シタル者ハ之ニ因リテ生シタル損害ヲ賠償

スル責ニ任ス」（明治 29 年：1997 年） 

（最後の「責ニ任ス」を「せきににんす」と読んで、法学が専門の環境学研究科の同

僚に「せめににんず」と直された） 

 この種の素人には難解な状態から脱局しようということで、民法典の語句の言い換

えと平易な文体の採用を目的に、この講義の継続中に、民法口語化が行われた。 

「故意又は過失によって他人の権利又は法律上保護される利益を侵害した者は、これ

によって生じた損害を賠償する責任を負う。」（2005 年施行） 

改めて、新旧の条文を比べてみると、新法には「法律上保護される利益」が加わっ

ていて、旧法時代に 709 条がどんな役割を担ってきたかが実感される。 

※旧法には「又は」が一回しかないが、新法は２回。この解釈は、文末に。 

 

さて、不法行為の「不法」は、素人には分かりにくい言葉である。 

広辞苑（昭和 39 年版）では、 

不法：法にそむくこと。道にはずれたこと、とあり 

漢和中辞典（昭和 39 年版）では、 

「法」は、もと、堤防で囲まれた水の平らかなさまの意。借用して、公平に訴訟をさ

ばく意、とある。 

自分なりに「不法行為」を解釈すると、ある境界条件（堤防）のもと、水面を乱す

ような行為ということになろう。拡大解釈して、不法行為は、ある社会の中（境界条

件）で、その平穏を乱すような行為と言えるだろう。 

 

 教科書的に書いてみると、 

大気汚染による喘息患者の発生（四日市市）→大気汚染防止法（1968） 

水質汚濁による水俣病の発生→水質汚染防止法(1970) 

という法規制の成立が、不法行為の証明によって実現している。 

この 1960 年代の不法行為の成立には、以下の 4 条件を証明することが必須で、④

については、原告に証明責任があり、上記 2 例でもこれが大変な作業だった。 

 



①故意・過失の存在 

②権利侵害 

③被害の発生 

④因果関係の証明 

 

なお、これもこの原稿を書く作業で知ったことだが、これら行政法が成立する前段

階で行われた裁判の被告、原告、裁判記録などについての詳しい情報が、環境再生保

全機構という独立行政法人のホームページ https://www.erca.go.jp/で公開されてい

る。 

民法では 709 条－724 条を、5 章 不法行為としている。709 条以外は、誰に責任が

あるか、正当防衛及び緊急避難の場合の免責、時効に至る期間などを定めている。 

 

※法文における「又は」と「若しくは」の使い方は、添付１参照 
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